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【一般講演8】 第32席 『疾雅』巻一の編纂過程について

神奈川 竹内 尚

京都大学富士川文庫に所蔵される孤本『疾雅』九冊（函架番号ｼ40）は、多紀元胤が著した、疾病名を

病門別に分類した、病名辞典の如き書である。

多紀元胤（1789～1827）は、江戸後期の著名な考証医家である多紀元簡の嫡嗣で、字は奕禧あるいは紹

翁、号は柳 沜である。本書以外の著書には『難経疏証』『医籍考』『体雅』『薬雅』などがある。
りゅうはん

発表者は、昨年の本学会に於いて、『疾雅』全九冊のうち、第四冊目から九冊目が、初稿もしくは草稿

本にあたり、第一冊（以下巻一とする）は第四冊（以下「仮巻四」とする）を元胤が再編集した再稿本で

あり、第二・第三冊は元胤の息子元佶が第四・第五冊を再編集した校訂本である事を発表した。

本発表では、『疾雅』には再稿本とその元原稿となった草稿本が同時に現存しているという特徴がある

ということに着目して、巻一・仮巻四両方の項目及び引用文の比較を行い、『疾雅』巻一の編纂過程につ

いて調査する。

項目は、巻一と仮巻四では、列挙順が大きく異なっている。仮巻四では、病門内においてほぼ無作為に

羅列されているのに対し、巻一では病証、字義等によって列挙順及び項目分類が編集されている。また、

引用文は、巻一仮巻四共に同一なもの、巻一では削除されたもの、巻一で追加されたものなどがある。

以上の多紀元胤の行った編集作業についての調査から、元胤の辞書編纂の手法や、疾病観、編集方針等

の一端を伺おうと試みる。
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